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障害児を持つ親の障害受容過程及びそれに伴う困難
: 質問紙調査を通して






































An Analysis of the Questionnaire about Parental Acceptance
and Difficulties in Having a Child with Intellectual Disabilities
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診断名 回答数 診断名 回答数
広汎性発達障害（自閉症）＊１＊３ １１ 精神遅滞（知的障害）＊２＊３ ７


























































































































相談者名 回答数 相談者名 回答数 相談者名 回答数
小児科医 ２２ 保健師 １１ 児童精神科医 ３








































































































































































































































































































































































































































































































































































支えとなったもの 回答数 支えとなったもの 回答数 支えとなったもの 回答数
障害児を持つ親仲間 ３１ 子どもの成長 ３０ 利用施設の職員・配偶者 各２４
子どもへの愛着 ２０ 配偶者以外の家族 １５ 医師 １４
書籍やインターネットからの情報 １３ 保健師・友達 各９ 親戚 ６
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る，具体的な方法や情報の開示であろう。の段
階では，診断までに時間がかかってしまったこと
である。ここで求められることは，早期に療育が
行えるように導くサポートであろう。
事例２： の段階で，家族からの自分自身を責め
る言葉により，相談するのはやめようと考え，家
族へは相談ができなくなってしまった。ここで求
められることは，家族の理解と協力，また，回答
者にとって悩みや情報を共有できる場があること
と考えられる。この事例では，なかなか子どもの
障害を受容することができず「初期の危機への反
応」の段階で留まっているということが言える。
Ⅳ．総合考察
今回の調査を通して，障害を持つ子どもの親が
障害を受容していく過程で，支えとなる存在の
「言葉」や「対応」が重要な役割を果たしている
ことが分かった。中でも障害の疑いがあると気付
いてから専門家や専門家以外への相談時，障害が
あると診断された後の周りからの回答者の気持ち
を受容した励ましの言葉や，協力的な言葉，親身
になった対応などがあることで，前向きな考え方
へと移行していきやすいことがみえてきた。ま
た，Blacher の段階説を手がかりに個別事例を考
察することで，起こりえる困難が見えてくると共
に，障害受容をしていく方々にとって，具体的な
情報や方法を得られる場や仲間と悩みや情報を共
有できる場などの支えとなる環境を整えていくこ
とが必要だと考えられた。
本研究では，質問紙調査により障害受容のプロ
セスや，その過程で起こりえる困難についてみて
きたが，文面からのみでは，読み取れない心情が
あったと感じた。今後の課題として，インタ
ビュー調査による更なる研究が必要であると考え
る。
＜参考・引用文献＞
阿南あゆみ・山口雅子（２００７）．親が子供の障害を受
容して行く過程に関する文献的検討 産業医科
大学雑誌，２９ ，７３―８５．
石本雄真・太井裕子（２００８）．障害児をもつ母親の障
害受容に関連する要因の検討―母親からの認
知，母親の経験を中心として― 神戸大学大学
院人間発達環境学研究科研究紀要，１，２９―３５．
釘崎良子・服巻繁（２００５）．自閉症の子どもを持つ親
の支援のあり方に関する検討―自閉症親の会ア
ンケート調査による― 西南女学院大学紀要，
No.９，７２―８２．
野辺明子・加部一彦・横尾京子（１９９９）．障害を持つ
子を産むということ：１９人の体験 中央法規
付記
本論文は，平成２２年度大学評価・学位授与機構
提出論文に加筆・修正を行ったものである。
本研究を進めるにあたり，調査にご協力いただ
いた保護者の皆さま，T施設の先生方に厚く御礼
申し上げます。
障害児を持つ親の障害受容過程及びそれに伴う困難144
